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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は体育科学雪心理学および医学の分野においてラ比較的知見の乏しい身体運動の制御ラあ

るいは統合に関する研究結果を報告したものである。

　本論文は6章から構成されている。第1章においては研究の目的、および立場について論じラ第

2章では関連する従来の研究に関する文献研究のまとめを叙述し争第3章では文献研究に基づいて

問題の所在と仮設および実験全体の配列やヨ研究の限界と意義について論じている。第4章では本

研究全体に通ずる基本的な方法に関する一般的な内容について叙述し害第5章においては実施した

8つの実験項目に関する目的ヨ具体的方法雪そして第6章においては全体の要約と結論を述べ言今

後の課題について付言している。

　本論文においてヨ随意動作の中枢性統御に関してラ大脳誘発電位、聴性脳幹反応および緩電位変

動を，入力一出カ系の指標としながらヨこれまで中枢神経系の統御機能との関連では不明な点の多

かったα波の変動について検討を行いヨ申枢神経系における随意動作の調整機構の一端を明らかにし

ようとすることに目的を置いている。

　そしてこの目的達成のために3つの下位問題を設定しヨそれらを解決するために8つの実験を行っ

ている。
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　最初に、著者は動作制御と脳電位との関連を検討するために。頭皮上から導出される一連の脳電

位の中で菅最も巨視的かつ統合的現象である2つの指標ラすなわち脳波成分と緩電位変動との相互

の関連および反応時間との関連について検討を加えラ脳波成分の申でα波の相対的変動と動作制御と

の関連について確認している。そしてこのα波の変動を経時的変勲から検討するために平均包絡線の

解析を行いラCNVや運動後陽性電位との関遵性を検討し争感覚刺激の種類に対する変動の差ならび

に動作制御との関連等について明らかにした。

　これらの結果から著者はα波変動の入カ系と出カ系との各々の関連に関する第2の下位問題を設定

しヨさらに検討を加えている。入カ系との関連ではヨ予告刺激に伴うα一b1㏄k量ηgが感覚刺激に対す

る特異性を示すことを大脳誘発電位との対応から確認し、出力系との関連ではCNVラ準傭電位の頭

皮上分布および経時的変動特性から、動作の準備状態がα一b1㏄ki烈gにも反映されるという結果を得

ている。そこで両者の結果の関連性をさらに詳細に検討してラ入カー出力系の相互関連が大脳誘発

電位とα波変動についても推察されたことからヨ第3の下位問題として入力一出カ系の統合化との関

連に関する問題を設定している。

　これに関する実験は害文献研究に基づいてラ第亙予告刺激と第2動作駆動刺激問隔の呈示条件に

着目して行いヨCNVの波形成分との対応からα波振幅について検討し、α一b1㏄k量㎎の経時的変動特

性と反応条件に対する中枢内プログラミングとの関連やヨ反応時問との関連に関する知見を得て、

さらに入カー出力系より直接的な指標である大脳誘発電位事聴性脳幹反応および運動電位との関連

から，α波の平均周期ヨ位相等の周期変動においても反応条件に対応した中枢プログラミングに関違

する変動特性が見られることを確認している。

　以上の一連の実験結果から雪動作制御との関連で従来の研究に見られるような菅入カ系あるいは

出カ系だけに隈局したものとは異なり骨入カー出力系全体を検討したことによって大脳誘発電位雪

聴性脳反応雪CNVおよび脳運動関遵電位からラ随意動作の中枢性統御に関する新たな知見を得ヨさ

らにα波変動における入カー出力系の統合化との関連についての知見を得たことを報告している。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文はヨ方法論的に多くの困難を有する正常時のヒトにおける随意動作の中枢性統御に関する

一側面的研究である。

　従来の研究においてはヨ各種誘発電位を用いた入カ系ラあるいは脳運動関連電位を用いた出力系

に関する研究が一般的であった。しかし動作制御において最も重要な点はヨ入カ系と出力系との相

互関連性であり，その点を重視したことに本論文の独自性がある。

　本論文ではラ数多くの指標を駆便しながら検討することによって雪頭皮上記録による限界を克服

しようとしているがラその結果は雪全体としては入力系と出力系が相互に関連しヨ統合化されるこ

とを具体的な指標において確認していることと里これがα波変動に反映されるという結論を得た点に
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総括される。

　本論文は8つの実験から構成されているがヨ特に重要な点は次の事項である。

①緩電位変動と脳波成分どはこれまで漢然とした対応は知られていたが，この両者の相違点をより

明確にしたこと。

②大脳誘発電位に動作の準備状態との関連を確認したことや、聴性脳幹反応を動作制御の研究に応

用して結果をえたことは重要な点である。

③α波に関してはラ従来のものとは異なった視点から検討を加えており，α波全体の変動から振幅の

経時的変動ヨ周期ラ位相へと検討を加えている等ラその研究方法，解析方法に独自性が見られる。

　本論文はさらに各指標に関する詳細な検討や被験者に関する個体差についての検討を必要とする

が曾本研究で得られた中枢性統御としての入カー出力系の変動に関する結果は害身体運動の制御に

関して新たな基礎的知見を提示しておりヨ体育科学害心理学および医学の分野において充分貢献し

うるものである。

　よってラ著者は学術博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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